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審 議 結 果 報 告
1 2 月 定 例 会

議案番号 議　　案　　名 議決内容

承認第 2 号 専決処分の承認について（令和 6 年度宮若市一般会計補正予算（第 2 号）について） 原案承認

議案第 32 号 宮若市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 33 号 令和 6 年度宮若市一般会計補正予算（第 3 号）について 原案可決

議案第 34 号 令和 6 年度宮若市簡易水道事業会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 35 号 令和 6 年度宮若市水道事業会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 36 号 宮若市特別職職員の給与等に関する条例及び宮若市職員の一般職の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 37 号 令和 6 年度宮若市一般会計補正予算（第 4 号）について 原案可決

議案第 38 号 令和 6 年度宮若市国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 39 号 令和 6 年度宮若市下水道事業会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 40 号 令和 6 年度宮若市簡易水道事業会計補正予算（第 2 号）について 原案可決

議案第 41号 令和 6 年度宮若市水道事業会計補正予算（第 2 号）について 原案可決

議員提出議案
第 4 号 宮若市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

◆賛否の分かれた議案	 ○：賛成　×：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15

氏名

議案

神
谷
　
喜
久
雄

藤
春
　
優
二

松
岡
　
史
倫

清
水
　
健
太
郎

山
元
　
秀
一

柴
田
　
裕
美
子

染
矢
　
正
次

和
田
　
善
久

安
永
　
友
則

安
河
　
英
幸

茅
野
　
勝

弓
削
田
　
敬

谷
口
　
重
隆

寳
部
　
勝

宮若市事務分掌条例の一部を改正する条例の制
定について　※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※ 1	 反対討論（茅野　勝議員）
上程時に、総務委員会で行政効果、財政効果について十分に審議をするようにという申し入れを受けていた。それに
対し、執行部の説明は非常に不十分であった。それどころか、今以上に経費がかかるという結果が出ている。

	 賛成討論（清水　健太郎議員）
本議案の機構改革によって、課題解決等を推進していくようにお願いする。
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令和 6 年度一般会計補正予算（第 3 号、第 4 号）及び各特別会計補正予算

今回の補正は、当初の見込みより利用増となったことによる障害者福祉費の不足額、11月上旬に発生した豪雨による
災害復旧費、給与等改正による人件費の増額分、住民税非課税世帯への 3万円の給付と同非課税世帯の子ども 1人あ
たり 2万円の給付事業等を行うための追加です。

会　　　計 補正前の額 補　正　額 補正後の額

一般会計 187 億 3,792 万円 3 億 5,807万 3 千円 190 億 9,599万 3 千円

国民健康保険特別会計 33 億 2,688 万 2 千円 18 万 9 千円 33 億 2,707万1千円

下水道事業会計（収益的支出） 4 億 4,412 万7 千円 138 万 6 千円 4 億 4,551万 3 千円

下水道事業会計（資本的支出） 8 億 7,993 万 3 千円 △ 840 万 2 千円 8 億 7,153 万1千円

簡易水道事業会計（収益的支出） 1億 2,369万 8 千円 9万 5 千円 1億 2,379万 3 千円

水道事業会計（収益的支出） 5 億 3,968 万円 △ 21万円 5 億 3,947万円

費目（一般会計のうち） 金　　額 内　　　　　　容

障害者福祉費 6,161万 2 千円 障害者介護給付費、障害者訓練費の不足額の充当

災害復旧費 6,489万1千円 11月豪雨災害等による道路、農業施設等の復旧費用

人件費 6,915 万 3 千円 職員給与等の改正に伴う費用

住民税非課税世帯等	
臨時特別給付費 1億 6,241万7 千円 住民税非課税世帯 3 万円 

+ 子ども（18 歳以下）2 万円／人の給付金

委員会での主な質疑
・放課後デイサービスの利用者、給付費が増額している。受け入れ状況と今後の見込みは。
・公民館などに資源回収場所があるが、市ゴミ袋の販売状況は。
・災害復旧の調査設計委託料の箇所数は。
・道路維持工事費の債務負担額は適量か。
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業の一部繰越の理由は。

答弁
・�令和 6年度の報酬改定により、サービス費が高騰した。サービスを使えなく困っているという相談はなく、来年
度も利用者は増と考える。

・リサイクルの推進もあり販売数は横ばい。3箇月程度の在庫を確保している。
・工事 2箇所、増高申請図書作成 1箇所。単独災害については職員で設計を行っている。
・前年度からの要望も踏まえ緊急性のある工事や梅雨前に実施する工事等をしており、例年 11箇所程度である。
・�給付金の支給対象者の把握、確認書等の発送作業、未申告者の事務手続き、転入者について転入前の自治体への
課税調査等から事務処理に一定の期間を要するため。
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専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う
補
正
予
算
を

令
和
６
年
10
月
９
日
付
で
専
決
処
分
を
し
た

た
め
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

・
機
械
・
器
具
購
入
費
に
つ
い
て
説
明
を
。

・�

期
日
前
投
票
所
と
、
当
日
投
票
所
の
投
票

時
間
は
。

答
弁

・�

今
回
、
国
の
選
挙
と
い
う
こ
と
で
、
補
助

も
あ
り
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用
し
、
投
票

用
紙
の
計
数
機
を
新
た
に
購
入
し
た
。

・�

期
日
前
投
票
所
は
、
朝
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
。
当
日
の
投
票
所
は
、
朝
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
承
認

宮
若
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

第
２
次
宮
若
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
掲
げ
る
様
々
な
施
策
や
事
業
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
宮
若
市
事
務
分
掌
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

※�

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
（
新
設
）、子
育
て
福
祉

課
→
こ
ど
も
家
庭
課
（
改
編
）、教
育
総
務

課
（
廃
止
）
な
ど

主
な
質
疑

・�

今
回
の
改
正
で
、
行
財
政
効
果
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
。

・
職
員
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

・�

効
果
を
数
値
化
し
て
説
明
す
る
の
は
難
し

い
が
、デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
に
つ
い
て
は
、国

を
挙
げ
て
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
単
独
の
課

と
し
て
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
、

こ
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
に
伴
っ
て
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
業
務
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
う
い
う
体
制
を
と
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
て
い
る
。

・�

本
年
４
月
１
日
現
在
で
、
正
規
職
員
数
が

２
４
５
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
数
が

１
８
３
名
で
、
合
わ
せ
て
４
２
８
名
で

あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

宮
若
市
特
別
職
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
及
び
宮
若
市
職
員
の
一
般
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国
の
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
宮
若
市
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
、
宮
若
市
職
員
の

一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

・�

物
価
高
で
、給
料
が
上
が
る
と
思
う
が
、手

取
り
が
ど
れ
ぐ
ら
い
変
わ
る
の
か
。

・�

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
差
額
の
支
給
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
弁

・�

年
間
で
上
が
っ
た
場
合
に
、
税
金
関
係
が

差
し
引
か
れ
た
分
が
、
手
取
り
の
収
入
増

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

・�

議
決
を
い
た
だ
い
た
ら
、
12
月
27
日
に
差

額
を
支
給
予
定
で
あ
る
。全

会
一
致
で
可
決

民
事
調
停
及
び
訴
え
の
提
起
の
報
告
に

つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち
滞
納
月
数
が
３

箇
月
以
上
の
者
３
名
を
対
象
に
、６
月
24
日
、

８
月
22
日
及
び
９
月
13
日
、
直
方
簡
易
裁
判

所
に
調
停
を
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
、
１
名
は

調
停
が
成
立
し
、
１
名
は
調
停
の
申
立
て
後

に
納
付
が
な
さ
れ
、
残
る
１
名
は
調
停
に
出

席
せ
ず
不
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

調
停
不
成
立
の
１
名
に
つ
い
て
は
、
相
手

総
務
委
員
会

委
員
長
　
安
永
　
友
則

市
長
報
告

◆
市
長
報
告 

1

12
月
定
例
会

委
員
会
報
告
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方
が
佐
賀
県
唐
津
市
に
転
出
済
み
の
た
め
、

８
月
８
日
に
佐
賀
地
方
裁
判
所
唐
津
支
部
へ

明
渡
し
訴
訟
を
提
起
し
た
結
果
、10
月
11
日
、

滞
納
家
賃
の
支
払
い
及
び
住
宅
明
渡
し
を
命

ず
る
判
決
を
得
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
一
般
職
職
員
を
対
象
と
し
た
要
綱

や
指
針
等
を
定
め
て
お
り
、
職
員
に
よ
る
相

談
員
の
配
置
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
検
討
委

員
会
の
設
置
、
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施

等
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
長
等
特

別
職
は
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
特

別
職
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
場

合
は
、
対
策
が
不
十
分
な
状
況
で
し
た
。

ま
た
、顧
客
等
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
、

い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
社

会
的
問
題
と
し
て
本
市
で
も
対
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
特
別
職
と
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

若
宮
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
の
取

組
の
経
過
に
つ
い
て

若
宮
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
は
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
事
業
者
選
定

に
よ
り
民
間
活
力
を
導
入
し
、
住
宅
及
び
公

園
施
設
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

応
募
２
社
の
事
業
者
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
の
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
株
式
会
社
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｃ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
優
先
交
渉
権

者
と
し
て
選
定
し
、
業
務
委
託
契
約
の
締
結

に
向
け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
作
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
国
庫
補
助
金
申
請
に
係
る
書

類
提
出
な
ど
の
業
務
履
行
が
困
難
で
あ
る
と

判
断
し
た
た
め
、
契
約
交
渉
終
了
の
事
務
処

理
を
進
め
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
整
備
手
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
検
討
し
、
周
辺
道
路
の
整
備
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
定
住
促
進
へ
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
市
長
報
告 

2

◆
市
長
報
告 

3

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
https://www.city.miyawaka.fukuoka.dbsr.jp/

次回の定例会は2月25日（火） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。

本会議・各常任委員会等の日程については、日程が決まり次第、宮若市のホームページに掲載します。
小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

旧若宮小学校

No.855



市 政 を 問 う

質問者 質問事項 QR

1.
柴田 裕美子

1. 本市における水環境と汚水処
理事業について伺う

2.
松岡 史倫

1. 本市の介護支援について問う
2. 部活動の地域移行について問

う

3.
和田 善久

1. 課税客体について問う
2. 国保運営について問う

質問者 質問事項 QR

4.
山元 秀一

1.子どもたちの育成について、教
育委員会の取組について問う

2. 事業の計画・決定における契
約事務について問う

5.
藤春 優二

1. ハラスメントの防止等に向け
た取組について

2.宮若市手話言語条例制定後の
取組について

6.
安河 英幸

1.子ども医療費助成制度の拡大
について伺う

2. 広報の在り方について伺う

※ �QRから、一般質問の録画映像がご覧いただけます。�
会議録は、議会事務局、若宮総合支所ハートフル、市内図書館および宮若市議会ホームぺージからご覧いただけます。

一般質問は市民を代表し、市の施策・方針や課題について問います

一般質問
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市 政 を 問 う一般質問
本
市
に
お
け
る
水
環
境
と
汚
水
処
理
事
業
に

つ
い
て
伺
う

問
　
本
市
の
汚
水
処
理
の

現
状
と
汚
水
処
理
事
業
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
長

本
市
で
は
、
下
水
道
と

浄
化
槽
に
よ
り
汚
水
処
理

を
行
っ
て
お
り
、
行
政
人

口
に
占
め
る
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
は
、
令
和
５
年

度
末
時
点
で
、
公
共
下
水

道
は
15
・
７
％
、
合
併
浄

化
槽
は
44
・
８
％
で
す
。

ま
た
、
汚
水
処
理
事
業
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
及
び

浄
化
槽
の
整
備
を
効
率
的

か
つ
適
正
に
行
う
事
業
計

画
で
あ
る
「
宮
若
市
汚
水

処
理
構
想
」
に
基
づ
き
整

備
を
見
直
し
、
今
後
も
経

営
の
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

及
び
普
及
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
本
市
の
汚
水
処
理
人

口
の
普
及
率
の
目
標
を
伺

う
。

答
　
下
水
道
課
長

公
共
下
水
道
普
及
率
及

び
合
併
浄
化
槽
普
及
率
の

合
算
値
を
令
和
27
年
度
ま

で
に
、
99
・
２
％
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

問
　
汚
水
処
理
の
推
進
強

化
と
し
て
、
下
水
道
接
続

に
対
し
、
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
へ
の
補
助
金
や
、

合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
に
対
し
補
助
金
の
上
乗

せ
は
で
き
な
い
の
か
伺

う
。

答
　
副
市
長

汚
水
処
理
を
進
め
て
い

く
事
は
、
非
常
に
重
要
な

問
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
従
来
の
合
併
浄
化
槽

や
水
質
改
善
の
た
め
の
高

度
合
併
処
理
槽
に
対
し
て

の
上
乗
せ
補
助
も
有
効
な

施
策
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
他
の
市
町
村
の
状
況

も
見
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

本
市
の
介
護
支
援
に
つ
い
て
問
う

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
問
う

問
　
介
護
支
援
施
策
と
本

市
の
介
護
支
援
に
つ
い
て

の
評
価
を
伺
う
。

答
　
市
長

本
市
は
、
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
に
加
入
し

て
い
ま
す
の
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
広
域

連
合
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
市
で
の
介
護
支

援
施
策
に
つ
い
て
は
、「
宮

若
市
高
齢
者
計
画
」
に
お

い
て
、「
自
立
生
活
支
援
の

充
実
」「
生
き
が
い
づ
く

り
・
社
会
参
加
の
機
会
の

充
実
」「
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
充
実
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
の
も
と
、

高
齢
者
の
在
宅
生
活
継
続

の
た
め
の
支
援
や
介
護
予

防
の
推
進
、
認
知
症
高
齢

者
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

の
各
施
策
を
展
開
し
、
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
評
価
に
つ
い
て

は
、
宮
若
市
高
齢
者
福
祉

計
画
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
ご
と
に
評
価
と

課
題
を
抽
出
し
、
今
後
の

取
組
を
挙
げ
て
い
ま
す

が
、
介
護
支
援
に
関
連
し

た
取
組
に
つ
い
て
は
、
見

込
値
に
届
か
な
か
っ
た
事

業
も
あ
る
た
め
、
事
業
内

容
等
を
見
直
し
な
が
ら
各

種
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
現
在
の
移
行
状
況
と

課
題
、
そ
の
解
決
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
教
育
長
職
務
代
理
者

現
状
と
し
て
は
、
本
市

は
昨
年
度
か
ら
県
の
実
証

事
業
に
参
加
し
、
本
年
度

か
ら
、
宮
若
東
中
学
校
と

宮
若
西
中
学
校
の
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
に
お
い
て
休
日

の
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ

が
、
宮
若
東
中
学
校
の
美

術
部
に
お
い
て
水
曜
日
の

活
動
を
文
化
連
盟
が
指
導

者
と
な
り
、
地
域
移
行
を

し
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
指
導

者
を
確
保
し
、
参
加
で
き

る
部
活
動
数
を
増
加
す
る

こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
改
革
期
間
が
当
初
の

令
和
８
年
度
ま
で
か
ら
令

和
13
年
度
ま
で
に
延
長
さ

れ
る
等
、
国
の
動
向
が
不

安
定
で
あ
り
、
今
後
の
見

通
し
を
立
て
に
く
い
一
面

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
部
活
動
地

域
移
行
に
関
す
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

国
や
県
、
他
市
町
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
学
校

や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

部
活
動
の
地
域
移
行
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

柴田　裕美子

松岡　史倫

〇宮若市汚水処理人口普及率

年度 公共
下水道

合併
浄化槽

汚水処理
合計

平成 30 年度 13.5% 35.7% 49.2%
令和元年度 14.8% 36.6% 51.4%
令和 2 年度 15.5% 37.4% 52.9%
令和 3 年度 17.2% 38.6% 55.8%
令和 4 年度 18.4% 38.1% 56.5%
令和 5 年度 15.7% 44.8% 60.5%
令和 27 年度

（20 年概成） 43.1% 56.1% 99.2%

〇他市町との合併浄化槽補助金比較（5 人槽の場合）（円）
汲み取り便槽
からの切替

単独浄化槽
からの切替

宮若市 532,000 722,000
鞍手町 ※ 1 682,000 682,000
飯塚市 722,000 752,000
嘉麻市 776,000 1,006,000
田川市 1,032,000 1,220,000
添田町 615,000 645,000
大牟田市 1,220,000 1,250,000

各市町のホームページより
※ 1　�町ホームページに記載等がな

く、担当課から聴取
いずれも令和 6 年 12 月現在の情報
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市 政 を 問 う 一般質問
課
税
客
体
に
つ
い
て
問
う

国
保
運
営
に
つ
い
て
問
う

問
　
税
法
上
で
の
公
平
さ

は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
長

課
税
所
得
や
土
地
・
家

屋
な
ど
の
不
動
産
、
事
業

用
の
償
却
資
産
な
ど
課
税

対
象
と
な
る
物
件
、行
為
、

事
業
等
の
課
税
客
体
を
的

確
に
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
国
や
県
、
関
係
団
体
な

ど
へ
の
調
査
を
含
め
、
納

税
義
務
者
に
適
正
な
課
税

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
新
た
な
手
法
に
よ
っ

て
課
税
客
体
を
適
正
に
把

握
す
る
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
税
務
収
納
課
長

今
ま
で
の
手
法
以
外
に

効
果
的
に
把
握
で
き
る
方

法
等
を
検
討
し
、
よ
り
適

正
な
課
税
を
行
う
こ
と

で
、
公
平
さ
を
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
保
税
の
都
道
府
県

単
位
化
に
つ
い
て
。

答
　
市
長

国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
都

道
府
県
が
運
営
主
体
と
な

り
、
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
の
確
保

等
、
運
営
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
市
町
村
は
共

同
運
営
と
い
う
形
で
制
度

の
安
定
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

県
と
市
町
村
が
協
議
し

て
策
定
す
る
「
福
岡
県
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
」

に
基
づ
き
、
事
務
の
効
率

化
・
標
準
化
等
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

県
は
、
国
保
運
営
の
安
定

化
の
た
め
に
、
医
療
費
や

保
健
事
業
に
対
し
て
市
町

村
に
交
付
金
を
支
給
し
、

市
町
村
は
県
に
保
険
料
や

保
健
事
業
の
運
営
費
を
納

め
て
い
ま
す
。

県
内
ど
の
市
町
村
に
住

ん
で
い
て
も
、
同
じ
所
得

水
準
、
同
じ
世
帯
構
成
で

あ
れ
ば
同
じ
保
険
料
と
な

る
よ
う
保
険
料
水
準
の
統

一
を
最
終
目
標
と
し
、
市

町
村
ご
と
の
標
準
保
険
税

率
の
算
定
及
び
公
表
、
ま

た
医
療
費
適
正
化
の
た
め

の
保
健
事
業
の
取
組
へ
の

必
要
な
助
言
や
支
援
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て
、教
育
委
員
会

の
取
組
に
つ
い
て
問
う

事
業
の
計
画
・
決
定
に
お
け
る
契
約
事
務
に
つ
い
て
問
う

問
　「
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
心
の
育
成
」
と
し
た

教
育
施
策
に
あ
た
り
教
育

委
員
会
の
関
わ
り
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を

始
め
学
校
支
援
等
の
教
育

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
教
育
長
職
務
代
理
者

一
人
一
人
の
子
ど
も
に

必
要
な
学
び
を
保
障
し
、

学
習
理
解
を
深
め
る
た
め

に
学
力
向
上
教
科
指
導
員

や
特
別
支
援
教
育
支
援
員

等
の
採
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
で
き
る
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
明
け
や
放
課
後

に
は
、
学
習
す
る
習
慣
や

学
力
を
補
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」と「
み
や
わ
か
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
」、進
路
を
見

据
え
た
発
展
的
な
学
習
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を

目
的
と
し
た
大
手
学
習
塾

に
よ
る
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ

ス
ク
ー
ル
み
や
わ
か
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
発
達
段

階
や
校
種
を
踏
ま
え
た
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
効
果
で
は
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
自
分
達
の

力
で
学
校
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る

意
識
が
高
ま
り
、
子
ど
も

達
に
は
、
地
域
で
育
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
安
心

感
の
醸
成
が
期
待
で
き

ま
す
。

問
　
契
約
に
あ
た
り
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
優
位
性

は
。

答
　
市
長

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
参
加

者
の
提
案
に
対
し
、
高
度

な
技
術
力
、
創
造
性
、
経

験
等
を
審
査
し
、
業
務
遂

行
能
力
等
を
総
合
的
に
判

断
す
る
こ
と
で
、
最
適
な

候
補
者
を
選
定
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

山元　秀一

和田　善久

荒牧直子先生による「情報モラル教室」
【資料】NPO法人子どもとメディア
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市 政 を 問 う一般質問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

宮
若
市
手
話
言
語
条
例
制
定
後
の
取
組
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て

伺
う

広
報
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う

問
　
本
市
は
、
職
員
の
働

き
や
す
い
良
好
な
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
特
別
職
と
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
策
も
含
め
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
検
討
内
容
の
詳

細
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
長

本
市
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
定

め
て
い
た
要
綱
や
指
針
等

は
、
一
般
職
員
の
み
を
対

象
と
し
、
特
別
職
に
つ
い

て
は
対
象
と
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
特
別
職
に
よ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
対

策
が
不
十
分
な
状
況
で

し
た
。

ま
た
、
職
員
以
外
の
者

か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
も
、
対
応
に
苦
慮

す
る
事
案
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、対
象
者
に
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執

行
部
の
特
別
職
を
加
え
る

こ
と
や
、
職
員
以
外
の
者

か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

対
応
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
見
直
し
を
行
い
、
良

好
な
職
場
環
境
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
手
話
が
言
語
で
あ
る

と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促

進
及
び
手
話
の
普
及
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

制
定
さ
れ
た
手
話
言
語
条

例
へ
の
本
市
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
市
長

宮
若
市
手
話
言
語
条
例

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

12
月
議
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
、
手
話
が
言
語
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

手
話
に
対
す
る
理
解
を
広

め
、
全
て
の
市
民
等
が
地

域
で
支
え
合
う
共
生
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
制
定
し
た
も
の

で
す
。

本
市
の
取
組
と
し
て
、

手
話
通
訳
者
設
置
事
業
や

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
、
手
話
通
訳
者
を
育

成
す
る
た
め
、
全
国
手
話

検
定
試
験
を
受
験
す
る
者

に
対
し
、
受
験
料
の
補
助

金
を
交
付
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、手

話
の
会
等
の
関
係
者
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

目
的
達
成
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
宮
若
市
に
お
け
る

「
子
ど
も
医
療
費
」助
成
制

度
の
拡
大
に
つ
い
て
、
過

去
の
一
般
質
問
で
の
答
弁

を
踏
ま
え
、
市
長
の
考
え

を
再
度
伺
う
。

答
　
市
長

本
市
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
現
状
は
、
就

学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
入
院
・
通
院
と
も
に

無
償
と
し
、
小
中
学
生
に

つ
い
て
は
、
入
院
は
月

７
日
ま
で
１
日
５
０
０

円
を
、
通
院
は
１
箇
月
、

１
医
療
機
関
に
つ
き
１
，

２
０
０
円
を
自
己
負
担
額

の
上
限
と
し
て
、
残
り
の

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
年
３
月
議
会
及
び
６

月
議
会
に
お
い
て
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
18

歳
ま
で
の
拡
大
の
検
討
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
受

け
、
近
隣
自
治
体
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
状

況
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
対
象
年
齢
や

自
己
負
担
額
、
ま
た
財
源

の
確
保
な
ど
、
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
支
援
や
、
定
住
化
促
進

の
一
助
を
担
う
制
度
と
す

る
た
め
に
、
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
本
市
で
可
能
な

助
成
制
度
の
範
囲
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
広
報
は
、
誰
の
た
め

に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
す

る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
　
市
長

広
報
と
は
、
市
政
に
対

す
る
市
民
の
正
し
い
理
解

と
積
極
的
な
協
力
を
得
る

た
め
、
市
が
行
う
各
種
施

策
等
の
適
切
な
周
知
啓
発

を
図
る
た
め
の
活
動
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
は
、
広
報
は
市

民
一
人
ひ
と
り
の
た
め
、

ま
た
地
域
全
体
の
た
め
に

あ
る
も
の
と
考
え
、
市
民

を
は
じ
め
、
市
内
で
活
動

す
る
事
業
者
や
訪
問
さ
れ

る
方
等
を
対
象
に
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
記
事

と
し
て
は
、
行
政
情
報
の

提
供
、
市
民
生
活
に
役
立

つ
情
報
、
地
域
の
魅
力
発

信
及
び
市
民
の
声
や
参
加

を
促
す
情
報
に
主
眼
を
置

い
て
周
知
啓
発
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
市
民
に
と
っ

て
身
近
で
有
益
な
情
報
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

藤春　優二

安河　英幸
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員

委

員

委

員

委
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山
　
元
　
秀
　
一

松
　
岡
　
史
　
倫

染
　
矢
　
正
　
次

清
　
水
　
健
太
郎

藤
　
春
　
優
　
二

神
　
谷
　
喜
久
雄

安
　
河
　
英
　
幸

　
新
年
を
迎
え
て
早
ひ
と
月
、
皆

様
は
ど
の
よ
う
な
年
始
を
お
過
ご

し
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
昨
年
も
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
の
「
今
年
の

漢
字
」
に
選
ば
れ
た
漢
字
は

「
金
」
で
し
た
。「
新
紙
幣
発
行
」

や
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ

ル
」
「
政
治
と
金
の
問
題
」
な
ど

が
国
民
に
と
っ
て
印
象
的
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
「
今
年
の
漢
字
」
は
漢
字
の
素

晴
ら
し
さ
や
奥
深
い
意
義
を
伝
え

る
た
め
に
１
９
９
５
年
か
ら
始
ま

り
、
京
都
市
に
本
部
が
あ
る
「
日

本
漢
字
能
力
検
定
協
会
」
が
そ
の

年
の
世
相
を
表
す
漢
字
ひ
と
文
字

を
一
般
か
ら
募
集
し
、
最
も
多
か

っ
た
字
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
や
は
り
、
一
年
を
振
り
返
る
時

に
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。
令
和
７
年
が
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
、
市

民
の
皆
様
が
思
う
「
今
年
の
漢

字
」
が
心
温
ま
る
ひ
と
文
字
に
な

り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

藤
春
　
優
二

ち
ょ
っ
と
一
言

ハートトゥハート第九コンサート

千石 清水寺　竹灯籠 地域自主防災研修会

若宮八幡宮放生会大祭

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
議
会
運
営
の

参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
市
民
の
た
め
の
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
。

60
代
　男
性

◆
議
員
さ
ん
達
は
現
場
に
出
て
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
市
民
の
状
況
、
市
内
の

状
況
を
見
て
聞
い
て
見
つ
め
て
く
だ
さ

い
。

60
代
　性
別
不
明

◆
教
育
長
不
在
が
長
く
な
り
ま
す
が
、

代
理
者
で
良
い
の
か
。
し
っ
か
り
し
た
議

論
の
上
、
宮
若
市
の
教
育
・
子
供
達
フ
ァ

ー
ス
ト
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

60
代
　性
別
不
明

◆
人
口
減
少
が
進
む
の
は
議
会
の
市
つ

く
り
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。

70
代
以
上
　男
性
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